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絹
の
国
ぐ
ん
ま
」

　
　
　
　
　
〜
未
来
に
引
き
継
ぐ
宝
〜
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絹
の
国
ぐ
ん
ま
」
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未
来
に
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宝
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特集

絹
産
業
の
振
興

　県
は
養
蚕
業
の
多
様
な
担
い
手
の
育
成

確
保
を
図
る
た
め
、
28
年
度
か
ら
、
県
蚕

糸
技
術
セ
ン
タ
ー
や
養
蚕
農
家
で
実
践
的

な
養
蚕
技
術
を
学
ぶ
「
ぐ
ん
ま
養
蚕
学
校
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
全
国
一
位
の
生
糸
生
産
量
を
誇
る

器
械
製
糸
場
の
碓
氷
製
糸
に
対
し
て
、
経

営
基
盤
強
化
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
絹
製
品
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
開
発
、
場
内
の
製
糸
体

験
コ
ー
ナ
ー
の
整
備
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
蚕
品
種
を
開

発
し
た
り
、
そ
の
生
糸
を
使
っ
て
作
ら
れ

た
絹
製
品
を
「
ぐ
ん
ま
シ
ル
ク
」
と
し
て

認
定
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
県
産
生
糸
・

絹
製
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
販
売
力
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
が
絹
の
歴
史
や
産
業
・
文

化
を
学
び
、
世
界
遺
産
の
価
値
を
理
解
で

き
る
よ
う
、
富
岡
製
糸
場
世
界
遺
産
伝
道

師
協
会
に
よ
る
「
学
校
キ
ャ
ラ
バ
ン
『
上

州
座
繰
り
体
験
』
」
な
ど
も
実
施
し
て
い

ま
す
。　

蚕
か
ら
絹
製
品
が
で
き
る
ま
で
の
工
程

や
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。 

国
内
外
に
認
め
ら
れ
た
絹
文
化

　本
県
は
、
養
蚕
農
家
戸
数
や
繭
・
生
糸

生
産
量
が
い
ず
れ
も
全
国
一
位
の
養
蚕
県

で
す
。

　蚕
を
育
て
繭
を
作
る
養
蚕
、
繭
か
ら
生

糸
を
作
る
製
糸
、
生
糸
で
布
を
織
る
織
物

な
ど
一
連
の
絹
産
業
が
現
在
も
営
ま
れ
、

ま
た
多
く
の
絹
文
化
や
歴
史
遺
産
が
県
内

各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
他
県
に

は
見
ら
れ
な
い
本
県
の
特
徴
で
す
。

　こ
う
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
26
年
６
月

「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
が
、

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
27
年
４
月
に
、
養
蚕
や
製
糸
、
織
物

で
女
性
が
活
躍
し
た
歴
史
や
特
色
あ
る
文

化
・
伝
統
な
ど
が
、
日
本
遺
産
「
か
か
あ

天
下―

ぐ
ん
ま
の
絹
物
語―

」
と
し
て
国

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、
県
は
各
地
に
残
る
絹
に
関
わ

る
建
造
物
や
民
俗
芸
能
な
ど
97
件
（
29
年

３
月
現
在
）
を
群
馬
の
宝
と
し
て
「
ぐ
ん

ま
絹
遺
産
」
に
登
録
し
て
い
ま
す
。

絹
産
業
の
厳
し
い
現
状

　絹
製
品
は
、
養
蚕
農
家
か
ら
製
糸
業
者
、

生
糸
流
通
業
者
、
絹
織
物
業
者
、
染
加
工

業
者
、
小
売
業
者
ま
で
多
く
の
業
種
の
技

術
が
施
さ
れ
る
こ
と
で
、
高
品
質
で
高
い

付
加
価
値
を
持
つ
製
品
に
な
り
ま
す
。

　し
か
し
、
安
価
な
外
国
産
繭
や
生
糸
、

絹
製
品
が
入
っ
て
き
た
こ
と
で
競
合
が
発

生
し
、
国
産
の
絹
製
品
の
需
要
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
ま
た
養
蚕
農
家
の
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
に
よ
る
繭
生
産
量
の
減
少
で
、

大
規
模
な
器
械
製
糸
場
が
全
国
的
に
と
て

も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
県
の
蚕
糸

絹
業
の
市
場
規
模
は
、
昭
和
40
年
ご
ろ
か

ら
急
速
に
縮
小
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
経
済
基
盤
を
支
え
、
近
代
国
家
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
群
馬
の
絹
。

　
県
内
に
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
絹
に
関
わ
る
文
化
や
歴
史
遺
産
な

ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
「
絹
の
国
ぐ
ん
ま
」
の
魅
力
を
発

信
す
る
と
と
も
に
、
養
蚕
、
製
糸
、
織
物
な
ど
の
絹
産
業
を
創
出
・
継
承
し
、

子
ど
も
た
ち
に
絹
文
化
を
伝
え
る
た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

邑楽町立長柄小学校で行われた「上州座繰り体験」

県内の養蚕農家戸数と繭生産量の推移（万戸） （万㌧）
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※「年次別県蚕糸業の推移」（県蚕糸園芸課）

養蚕農家戸数　73,380 戸（468,000 戸）
繭生産量　25,254 ㌧（114,476 ㌧）

※（ 　）内は全国の値

養蚕農家戸数　125戸（349戸）
繭生産量　46㌧（130㌧）

・

・

発行：群馬県広報課　〒371-8570　前橋市大手町1-1-1　☎ 027-226-2162　　027-243-3600
県ホームページ　http://www.pref.gunma.jp/
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県　人　口：
対　前　月：
　　男　　：
　　女　　：
世　帯　数：

1,957,583人
-513人

966,730人
990,853人
792,237世帯

（県移動人口調査：平成29年12月1日現在）
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県内の開花情報をお知らせしています。
「ググっとぐんま公式サイト」（ググっと
ぐんま観光宣伝推進協議会ホームページ）
http://gunma-dc.net/


